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（1）目的
近年、日本へのインバウンド旅行者数は目覚ましい回復と成長を続けている。日本政

府観光局（JNTO）の統計によると、2025年の訪日外国人旅行者数は年間で約

4,268万人と過去最高を更新し、前年から15.8％増加するなど、コロナ禍前の水準を

大きく上回る勢いを見せている。

一方、東北６県及び新潟県におけるインバウンド観光客のシェアは大きな伸びを見せ

ているものの、全国水準に比べてまだ訪問数及びエリアともに限定的であり、インバウ

ンド需要の取り込みが十分とは言えない状況が続いている。歴史的・文化的資源や豊か

な自然といった高い魅力を有しながらも、それらの価値がインバウンド市場において十

分に認知・活用されているとは言えず、大きな成長余地を残している状況にある。

こうした「伸びしろ」を東北・新潟全体の成長へと転換していくためには、各地域が個

別に取り組むだけでなく、東北が一体となって広域的な視点で誘客・周遊を促進してい

くことが不可欠である。広域連携により、インバウンド観光客の移動動線や滞在日数の

拡大、体験価値の向上を図ることで、地域単独では実現し得なかった魅力の発信と市場

開拓が可能となる。

本レポートは、こうした認識のもと、東北広域で取り組むべき方向性を整理・提案する

ことを目的とする。
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（2）分析アプローチ

海外動態データ
(NTT docomo社)

東北観光DMPのデータを活用した
各スポットの訪問、スポット間の周遊分析

DMPを活用した分析 経済マインド分析

市場ごとの発地・旅マエ等の旅行ニーズ
の変化、経済指標の変化・予測
(委託先：（株)インテージ)

経済指標及び旅マエ・

マインドシグナル

指標分析

東北６県・新潟県でのインバウンド観光客の動態とニーズ等を分析し、
広域での周遊に重点をおいた今後のマーケティングに繋がる視点を導く

東北観光DMPを用いた
データ分析

※なお、本戦略は2025年1月～2025年6月のデータを分析した内容をもとに作成しています。
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(1) 動態分析の目的

(2) 動態分析の方法

(3) 東北観光DMPにおける海外動態データの概要

インバウンド観光客（以下、「インバウンド」という）の域内における動態データを分析し、
主に訪問しているスポット（エリア）、及びスポット間（エリア間）の周遊について把握する
ことで、定量的に域内のインバウンドの動向について分析を行うもの。

NTTドコモ社が提供する「モバイル空間統計」を基にした動態データを使用。
（提供元：株式会社インテージ）
東北観光DMPに動態データを格納し、2025年1月～6月のデータを基に分析を行う。

東北６県＋新潟県に約300のスポットを設定。
「モバイル空間統計」のデータを用い、各スポットへのインバウンドの訪問と、基準ス

ポットを訪問した人がその他に訪問したスポットを把握することによるインバウンドの
周遊動態を把握できるダッシュボードとして可視化。
月別、国別に細分化した分析を可能としており、定量的にインバウンドの訪問動態を

分析できる環境を整備。
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(4) スポットの訪問動態について
設定する約300スポットへの訪問動態を分析。
【留意点】
・各スポットは1km四方のメッシュでエリア指定（スポット名を関する観光スポットの
ほか、近隣の施設等への訪問が含まれる）

・各スポットへの訪問は、１時間以上の滞在があった場合にカウント
・訪問としてカウントした数に拡大推計処理を行い、実訪問数を計算している

① 全体分析

東北６県＋新潟県の全域を対象に、インバウンドの訪問が多いスポットを分析。
インバウンド訪問動態の基本的な分析として実施
現状の把握とそこから確認できる特徴を基に、今後の可能性を分析する
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② 県別分析

東北６県＋新潟県の各県ごとに、インバウンドの訪問が多いスポットを分析。
インバウンド訪問動態の基本的な分析として実施
県ごとの現状を把握し、それぞれの訪問状況の特徴を分析することで、県が行う
マーケティング施策の検討やプロモーション戦略策定のための情報整理等に活用
することを想定

③ 国別分析

東北６県＋新潟県を位置エリアとし、国別のスポット訪問状況を分析。
台湾、中国、香港、タイ、豪州、欧米、韓国の８市場について分析を実施
国別の志向やニーズを把握したプロモーションのための情報整理等として活用
また、訪問における特徴や過去年と比較した傾向を分析することで、市場ごとの
今後の可能性を見出すことを目的とする
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10出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・2025年1月～6月のスポット訪問については、仙台駅前西側が最も訪問が多く、次いで越後湯沢駅周辺、銀山温泉、と続く。
・上位のスポットには交通結節点となる各県の主要駅スポットやその周辺の中心部スポットが多い。MAP上の訪問ヒートマップにお
いても、新幹線沿線エリアに所在するスポットへの訪問が特に多いことが確認でき、二次移動情報の浸透が周遊のカギとなる。
・また、１～６月の上半期の分析ということが起因し、冬や雪をウリにするスポットが訪問上位に多く並ぶ（銀山温泉、蔵王（温泉）、ガー
ラ湯沢、苗場スキー場など）。一方で、当期間内に含まれる４月の桜を打ち出している観光スポットについては、弘前城が上位となって
いるものの、冬や雪をウリにする観光スポットと比較して訪問数はまだ多くないことが確認できる。
・これらのことから東北・新潟の観光として、以下の点が今後の可能性として指摘できる。
①スノーシーズンの誘客に強みを持っているため、まだ浸透していない観光スポットの周知を通じた周遊の促進が効果的である
②桜をテーマとした誘客は今度さらに拡大できる可能性が高く、東北・新潟各地の桜の名所の認知度向上に大きな可能性がある
特に４月は前年と比較して訪問の増加幅が大きい国も多く、観光スポットが各地に所在していることを踏まえても誘客拡大と広域

周遊の促進を両立して推進できる強力なテーマとなり得ると考えられる。

都道府県 スポット名 実訪問数

総合計 総合計 1,784,998

1 宮城県 仙台市青葉区中央（仙台駅前西側） 198,463

2 新潟県 越後湯沢駅周辺 72,067

3 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 67,799

4 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 59,174

5 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 52,013

6 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 51,862

7 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 48,432

8 山形県 山形市 蔵王温泉(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・宿街） 46,935

9 宮城県 名取市 下増田（仙台空港） 45,916

10 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 42,097

11 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 37,376

12 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 33,909

13 新潟県 ガーラ湯沢周辺 33,881

14 新潟県 苗場スキー場周辺 31,231

15 宮城県 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 26,204

16 青森県 弘前市 若党町（弘前城北部ｴﾘｱ） 26,076

17 岩手県 盛岡市 中央通（盛岡中心街） 25,537

18 青森県 弘前市 大字下白銀町（弘前城） 23,269

19 岩手県 花巻市 湯本（花巻温泉） 21,931

20 山形県 山形市 蔵王温泉（ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ～ｹﾞﾚﾝﾃﾞ） 21,417

■訪問上位20スポット ■訪問上位15か国
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A） 青森県

スポット名 実訪問数

総合計 258,324

1 青森市安方（青森駅前東北側） 48,432

2 青森市篠田（青森駅前西側） 33,909

3 弘前市 若党町（弘前城北部ｴﾘｱ） 26,076

4 弘前市 大字下白銀町（弘前城） 23,269

5 奥入瀬渓流館（奥入瀬川の上流･南側） 20,315

6 おいらせ町 若葉（星野ﾘｿﾞｰﾄ周辺） 15,998

7 弘前市 大町（弘前駅前西側） 13,198

8 青森県立美術館 9,542

9 十和田市 奥瀬（十和田湖南湖畔） 9,455

10 青森市 大谷＝青森空港 7,921

11 十和田現代美術館・中央公園 5,469

12 八甲田ﾛｰﾌﾟｳｪｨ山麓駅周辺 5,236

13 青森市 大字石江（新青森駅周辺部） 4,609

14 本八戸繁華街 4,581

15 十和田市法量（奥入瀬川の上流） 4,103

16 大鰐町大鰐周辺･星野R界 津軽含む(あじゃら公園一部）3,831

17 八戸市 一番町（八戸駅南側） 3,578

18 青森スプリングスキーリゾート 3,519

19 大鰐温泉スキー場 2,430

20 中央弘前駅から南方面（最勝院や倉庫美術館含む）2,292

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・2025年1月～6月の青森県においては、青森駅前東北側への訪問が最も多く、次いで青森駅前西側、弘前城北部エリア、弘前城
と続く。訪問数上位のエリアは、青森駅や弘前駅、青森空港等の交通拠点となるスポットや、弘前城や奥入瀬（星野リゾート）、青森県
立美術館などの有名観光地が中心となっている。特に１～６月の期間は、桜の有名スポットである弘前城の人気がとりわけ高いこと
がうかがえる。
・国別に見ると、台湾が最も多く、次いで中国、韓国、香港、米国と続く。直行便のある韓国と、米国の訪問が多い点に特徴がある。
また、中国からの訪問割合が近隣県と比べて比較的高い傾向。

訪問が集中しているスポットは、東北新幹線の沿線や県西部
の主要地点である弘前市の周辺に集中しており、そのほか
の地域への訪問を促すことは課題の一つと考えられる。
弘前市は特に桜の時期の訪問が多いため、時期を合わせた
プロモーションによる周遊を図ったり、現在訪問の少ない時
期の観光PRを強化することで、特定のエリアや時期に集中
する旅行者の周遊を図っていくことが重要である。

■訪問上位20スポット ■訪問上位15か国



２ 動態分析について 【② 県別】

12

B） 岩手県
・2025年1月～6月の岩手県においては、盛岡中心街への訪問が最も多く、次いで花巻温泉、八幡平市安比高原、盛岡駅北西と続
く。訪問数上位のエリアは、スポット設置が内陸側に集中していることもあるが、盛岡市、花巻市、一関市など東北新幹線の停車駅
近隣のスポットであることが確認できる。特に１～４月までの期間は、八幡平市・雫石町などのスノーレジャーや、北上市や盛岡市の
桜など、継続的なインバウンド訪問が実現していることがうかがえる。
・国別に見ると、台湾が最も多く、次いで中国、香港、豪州、タイと続く。スノーアクティビティに関心の高い豪州からの訪問が増加傾
向。

新幹線交通の結節点となる盛岡市を中心に、南北に広く訪
問エリアが広がっている。みちのく潮風トレイルなど盛り上
がりがみられる沿岸部の訪問を伸ばすことにポイント。
観光地情報の発信とともに、内陸部と沿岸部を繋ぐ移動手
段のPRなどを通じて旅行者の周遊を図っていくことが効
果的と考えられる。

スポット名 実訪問数

総合計 175,330

1 盛岡市 中央通（盛岡中心街） 25,537

2 花巻市 湯本（花巻温泉） 21,931

3 八幡平市 安比高原（牧場からｽｷｰ場） 18,474

4 盛岡市 新田町（盛岡駅北西） 16,951

5 一関市 東山町長坂（猊鼻渓など） 16,905

6 雫石スキー場 11,299

7 中尊寺周辺 9,234

8 八幡平市 安比高原（宿街） 9,007

9 盛岡つなぎ温泉 7,399

10 北上市立公園展勝地 7,375

11 岩手城跡･櫻山神社･歴史文化館 6,872

12 花巻空港 5,729

13 八幡平温泉郷・宿泊街 4,011

14 八幡平リゾートパノラマスキー場（宿街） 2,769

15 夏湯温泉スキー場 2,476

16 毛越寺 2,129

17 鶯宿温泉 1,616

18 鉛温泉～結びの宿 愛隣館（花巻市）周辺 1,604

19 歴史公園えさし藤原の郷 1,015

20 小岩井牧場 828

■訪問上位20スポット ■訪問上位15か国

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）
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C） 宮城県
・2025年1月～6月の宮城県においては、仙台駅前西側への訪問が最も多く、次いで仙台駅前南西側、国分町(歓楽街)、仙台空港、
松島海岸周辺と続く。訪問数上位のエリアは、仙台駅や仙台空港など、東北・新潟の核となる交通結節点エリアが主であり、その他、
歓楽街や松島などの観光スポットが入る。特徴としては、東北・新潟域内でも有数のショッピング需要を受け止められるエリアへの
訪問が多く、仙台空港に近いという強みを生かした誘客ができていると推測できる。
・国別に見ると、台湾が最も多く、次いで香港、中国、米国、タイと続く。直行便を有する国を中心に、広くインバウンド訪問がなされ
ていることが確認できる。

スポットの重なりもあるため、仙台市中心部に訪問が集中し
ているように確認できるが、拡大していくと仙台市中心部だ
けでなく、仙台空港や松島、仙台港の周辺にも集中スポット
ができている。交通結節点として国際直行便の就航も多い
エリアであることを活かし、多数の訪問者にどのような周遊
を提案し、実際に移動させるか戦略を構築することが重要な
視点となる。

スポット名 実訪問数

総合計 628,932

1 仙台市青葉区中央（仙台駅前西側） 198,463

2 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 59,174

3 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 52,013

4 名取市 下増田（仙台空港） 45,916

5 松島町 松島（松島海岸周辺） 37,376

6 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 26,204

7 杜せきのした（ｲｵﾝﾓｰﾙ名取) 20,702

8 仙台市青葉区 霊屋下（政宗公廟） 18,697

9 松島町 高城（から松島駅） 16,533

10 仙台市青葉区川内（東北大・本丸跡） 16,020

11 三井ｱｳﾄﾚｯﾄP仙台港･ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ工場 12,690

12 仙台市　榴岡公園 12,205

13 秋保温泉 9,570

14 仙台うみの杜水族館 8,368

15 船岡城址公園 7,318

16 宮城蔵王白石スキー(南)・宮城蔵王キツネ村周辺 6,861

17 磊々峡（秋保温泉の瑞鳳側・東側） 6,712

18 泉ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ･ﾀﾋﾟｵ(仙台ﾛｲﾔﾙﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ） 6,558

19 遠刈田温泉 神の湯,まほろばの湯周辺 6,496

20 蔵王郷ﾘｿﾞｰﾄ（刈田郡） 5,797

■訪問上位20スポット ■訪問上位15か国

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）
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D） 秋田県

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・2025年1月～6月の秋田県においては、JR秋田駅への訪問が最も多く、次いでJR角館駅、田沢湖畔、秋田空港と続く。訪問数上
位のエリアは、県内の交通における主要拠点であり、そこから各スポットへと訪問している動きがうかがえる。桜の時期に人気のあ
る角館武家屋敷・東側が上位に入るほか、田沢湖畔や十和田湖畔といった自然観光スポット、温泉地が上位に入る。
・国別に見ると、台湾が最も多く、次いで中国、香港、タイ、豪州と続く。足元での話では、角館を中心に欧米からの訪問が見られる
との話もあり、DMP上のデータと合わせて分析を行うと、新幹線を活用して移動がしやすい近隣県の観光スポットと併せたプロ
モーションの実施等を通じて、さらなる誘客拡大が見込める可能性が高いことがうかがえる。

秋田新幹線の沿線を中心に訪問が集中している傾向が見ら
れる。県北のエリアまで訪問されていることは確認でき、今
後はいかに訪問者が集中しているエリアから広域に動かす
ことができるかという点が課題となりうる。新幹線沿線から
離れた地域については、特に交通機関の情報発信と浸透を
図ることが誘客拡大の重要なポイントとなる。

スポット名 実訪問数

総合計 60,563

1 ＪＲ秋田駅 10,304

2 ＪＲ角館駅 9,690

3 田沢湖畔 8,389

4 秋田空港 5,654

5 角館武家屋敷・東側（角館城跡含） 4,991

6 乳頭温泉郷 4,407

7 森吉山（阿仁スキー場） 3,302

8 川反・中通 2,613

9 湯瀬温泉郷 2,474

10 十和田湖畔 2,002

11 たざわ湖スキー場 1,738

12 男鹿温泉郷 1,298

13 田沢湖高原温泉郷 1,214

14 大湯温泉郷 1,211

15 秋田ふるさと村 268

16 明治百年通り（小坂） 255

17 小安温泉郷 244

18 横手市ふれあいセンターかまくら館 231

19 旧料亭金勇（能代） 159

20 ＪＲ大曲駅 119

■訪問上位20スポット ■訪問上位13か国
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E） 山形県
・2025年1月～6月の山形県においては、銀山温泉への訪問が最も多く、次いで蔵王温泉(樹氷高原周辺)、蔵王温泉(ロープウェ
イ・宿街)、山形駅東口と続く。訪問数上位のエリアは、尾花沢市、山形市、天童市に特に集中しており、銀山温泉や蔵王といった有名
な観光スポットに極度に訪問が集まっていることがうかがえる。また、これらの訪問も１～２月に特に多くなっていることが確認で
きる。
・国別に見ると、台湾が最も多く、次いで香港、タイ、中国、マレーシアと続く。割合としては台湾が最も多いが、タイやマレーシアなど
東南アジアからの訪問割合が他県と比較しても上位となっている。

山形新幹線沿線であり、東北のゲートウェイである仙台駅や
仙台空港にもほど近い内陸側に訪問が集中している。一方
で同じ新幹線沿線である米沢などは相対的に訪問が少ない
状況。今後は陸羽西線の再開など、東西をつなぐ手段が回
復しつつあることを踏まえ、海外からの訪問者に移動方法の
情報をいかに届けるかが訪問増加に向けた課題となる。

スポット名 実訪問数

総合計 323,055

1 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 67,799

2 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 51,862

3 山形市 蔵王温泉(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・宿街） 46,935

4 山形市 香澄町（山形駅東口） 42,097

5 山形市 蔵王温泉（ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ～ｹﾞﾚﾝﾃﾞ） 21,417

6 天童市 老野森（天童駅東北ｴﾘｱ） 16,682

7 天童市 天童（公園・舞鶴山・温泉） 13,700

8 山形市 上町（山形駅南西ｴﾘｱ） 10,843

9 山寺・馬口岩 10,513

10 山寺・芭蕉記念館（立石寺） 6,514

11 米沢城跡 6,378

12 かみのやま温泉 6,098

13 霞城公園・美術・歴史館 5,552

14 郷土館「文翔館」 3,344

15 天童南駅から北方面(ｲｵﾝﾓｰﾙ含） 2,126

16 湯野浜温泉 2,102

17 鶴岡駅と南側繁華街 1,560

18 最上峡芭蕉ライン・古口駅 1,263

19 あつみ温泉 1,056

20 米沢駅と駅前東西繁華街 792

■訪問上位20スポット ■訪問上位15か国

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）
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F） 福島県

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・2025年1月～6月の福島県においては、鶴ヶ城への訪問が最も多く、次いで大内宿、会津芦ノ牧温泉、JR会津若松駅と続く。訪
問数上位のエリアは、インバウンドに人気の高い会津若松エリアに集中している様子がうかがえる。また、次いで福島市や郡山市に
ある新幹線駅や、福島空港など交通拠点となるスポットが並んでいる。
・国別に見ると、台湾が最も多く、次いでタイ、中国、米国、香港と続く。台湾からの訪問が圧倒的。中国・香港・韓国からの訪問割合
が多くないが、相対的にタイやマレーシアなどが上位となっている。

会津若松エリアに集中した訪問となっている。台湾に人気の
高い鶴ヶ城や大内宿などが同エリアに集まっていることに起
因していると考えられる。逆に新幹線沿線は、訪問が少ない
わけではないものの相対的に数が小さくなっている。新幹
線沿線の観光地について、移動のしやすさなどを訴求する
ことで訪問を着実に増やしていく取組みを行っていくことが
さらなる誘客拡大につながると考えられる。

スポット名 実訪問数

総合計 76,637

1 会津若松市 追手町（鶴ヶ城） 12,631

2 下郷町 大内（宿） 8,881

3 会津芦ノ牧温泉 5,386

4 JR会津若松駅 5,221

5 五色沼入口 4,994

6 福島市 太田町（福島駅前西） 4,904

7 野口英世青春館 4,777

8 郡山市 堂前町（郡山駅南西ｴﾘｱ） 4,552

9 福島空港 4,215

10 リステル猪苗代周辺 3,666

11 東山温泉 3,362

12 滝桜（三春町） 2,263

13 いわき駅南繁華街（銀座通り～イオン） 1,586

14 土湯温泉郷(滝のつり橋･照南湖ビオパーク含） 1,443

15 磐梯熱海温泉･磐梯熱海駅周辺 1,207

16 磐梯町（星野Rｺﾞﾙﾌ場・榮川酒造） 1,185

17 湯野上温泉・湯野上温泉駅周辺 1,159

18 花見山（福島市） 1,153

19 会津武家屋敷周辺 992

20 岳温泉（あだだら） 605

■訪問上位20スポット ■訪問上位15か国
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G） 新潟県

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・2025年1月～6月の新潟県においては、越後湯沢駅周辺への訪問が最も多く、次いでガーラ湯沢周辺、苗場スキー場周辺、新潟
駅周辺、赤倉温泉(スキー)周辺と続く。訪問数上位のエリアは、ウインタースポーツが可能なスキー場エリアが多く、インバウンドの
スノーアクティビティ需要をとらえた誘客ができていると考えられる。季節で見ると１～２月の訪問に集中しており、ニーズに偏りが
あることがうかがえる。
・国別に見ると、台湾が最も多く、次いで豪州、中国、香港、韓国と続く。台湾が多いことは他県と同じであるが、その割合は相対的
には少なめであり、一方で豪州や中国の割合は高めになっている。

MAP上で確認しても、東京からのアクセスが良好なスキー
場エリアへの訪問集中が確認できる。ほか、訪問上位のス
ポットにもなっている新潟駅を中心とした中心部エリアへの
訪問が多くみられる。スノーシーズンの訪問は引き続き好調
であるため、世界遺産登録がなされた佐渡や沿岸地域の観
光地を訪日外国人に訴求することを通じて、訪問地域だけ
でなく、訪問時期の拡大も図っていくことが可能と考える。

スポット名 実訪問数

総合計 262,054

1 越後湯沢駅周辺 72,067

2 ガーラ湯沢周辺 33,881

3 苗場スキー場周辺 31,231

4 新潟駅周辺 20,843

5 赤倉温泉(スキー)周辺 19,894

6 石内丸山（スキー場周辺） 17,760

7 かぐら田代 10,493

8 新潟空港 8,517

9 NASPAスキーガーデン周辺 6,996

10 ロッテアライリゾート周辺 6,621

11 越後中里宿泊街周辺 6,515

12 妙高杉ノ原スキー場 5,440

13 イオンモール新潟南周辺 4,430

14 長岡駅周辺 3,818

15 月岡温泉周辺 2,004

16 上越妙高駅周辺 1,745

17 （酒造リゾート）五階菱周辺 1,285

18 弥彦村・弥彦公園他 1,224

19 北方文化博物館周辺 1,203

20 岩室温泉宿泊街周辺 1,117

■訪問上位20スポット ■訪問上位15か国
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A） 台湾

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年１月から６月におけるスポットへの実訪問数は、2024年と比較して約２２％増加している。
特に2月は上半期で最も多い訪問となっており、その傾向は2024年と同様である。2025年は1月下旬からスタートした大型連
休である春節が訪問増加につながる要因の一つと考えられる。

・一方で５～６月は訪問数が落ち込む傾向にあり、冬や桜以外のシーズンの誘客は課題である。
・スポット別にみると、主要な駅・空港のほか、銀山温泉・蔵王温泉などの冬に人気のあるスポットや、松島・猊鼻渓などの景勝地が
上位となっている。なお、訪問スポットの範囲は東北６県＋新潟県の域内に広く分布していることが確認できる。

・また、前年と比較すると、石内丸山、安比高原、八幡平などのウインタースポーツで人気のエリアや、弘前城や米沢城跡などの史跡
＋桜を鑑賞できるエリアの伸びが大きいことが確認できる。

1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023 53,512 66,899 34,287 100,178 38,965 73,119 76,493 82,518 71,464 163,468 115,166 86,079

2024 199,075 244,583 101,339 159,516 77,698 92,428 114,708 106,974 84,350 208,450 199,883 132,019

2025 249,762 272,789 134,200 210,245 98,688 101,239 0 0 0 0 0 0
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A） 台湾

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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A） 台湾

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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B） 中国

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年１月から６月におけるスポットへの実訪問数は、2024年と比較して約７０．９％増加している。
特に１～2月は各月２万人程度増加しており、春節を含む冬の観光に東北が選ばれつつあることが確認できる。

・一方で５～６月は訪問数が落ち込む傾向にあり、台湾と同じく冬や桜以外のシーズンの誘客は課題である。
・スポット別にみると、訪問上位のスポットは宮城、青森、新潟に集中している様子が確認でき、宮城・新潟への直行便の就航が効果
を上げているものと考えられる。宮城では仙台市内繁華街や正宗公廟などのスポット、青森は青森市や弘前城、新潟は越後湯沢駅
を中心としたスキー場への訪問が多くなっている。
・また前年からの伸び率でみると、米沢城跡といった桜の鑑賞もできる史跡や、浅虫温泉・月岡温泉といった温泉地、岩手県内ス
キー場エリアが大きな伸びを見せている。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023 1,272 910 1,678 3,623 2,736 5,755 10,973 12,327 7,530 9,360 6,482 12,490

2024 20,737 29,239 8,905 20,697 9,968 11,479 19,234 23,494 13,596 19,162 14,419 17,891

2025 46,297 48,601 18,107 29,529 16,216 13,893 0 0 0 0 0 0
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B） 中国

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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B） 中国

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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C） 香港

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年１月から６月におけるスポットへの実訪問数は、2024年と比較して約１47.9％増加している。
１～６月のすべての月でスポットへの訪問人数が倍増しており、東北６県＋新潟県が訪日観光の行先として定着してきたことに加

え、仙台空港への直行便就航の効果があったものと考えられる。
・スポット別にみると、直行便の就航する仙台空港から移動が容易な宮城県内や山形県のスポットが上位に並んでいる。特に従前か
ら冬の訪問先として人気の高い銀山温泉や蔵王温泉のほか、仙台市中心部から近距離のショッピング需要に応えられるスポットが
上位に入っている。MAP上で確認すると、宮城・山形を中心に域内に広く訪問スポットが確認できるが、台湾や中国と比べると訪
問スポット数はまだ多くはなく、実際に訪問のあるスポットも東北新幹線の沿線である東北太平洋側に偏りが見られる。
・前年と比べると、特に宮城県内の桜の名所や温泉、ショッピングエリアの訪問伸び率が大きくなっている。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023 10,996 12,888 4,291 12,530 2,162 2,474 5,116 8,232 5,330 17,198 11,353 13,808

2024 16,487 17,575 6,450 16,422 2,409 2,381 2,921 7,051 2,604 8,276 8,777 19,333

2025 36,243 38,063 22,510 38,153 10,182 7,839 0 0 0 0 0 0
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C） 香港

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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C） 香港

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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D） タイ

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年１月から６月におけるスポットへの実訪問数は、2024年と比較して約４６．９％増加している。
年により訪問動態にはばらつきがあるものの、タイの祝日であるソンクラーンを含む４月に訪問が多いことが特徴的。
一方で５～６月は訪問が極端に少なく、冬と桜が大きな訪問動機となっていることが考えられる。

・スポット別にみると、山形県(蔵王温泉、銀山温泉)、宮城県(国分町、松島)、新潟県(苗場スキー場、ガーラ湯沢)といった冬・雪に
特徴のあるスポットが上位となっている。MAPで確認すると、全域に訪問スポットが点在しているが、山形、宮城、新潟への訪問の
集中が見られる。
・また前年と比べると、榴岡公園や船岡城址公園、東北本丸跡のような桜の名所、仙台港や名取のショッピングモール、スキー場な
どの訪問が増加傾向にあった。桜の名所への訪問増加は、４月の訪問が前年より多かったことに起因するものと考えられる。
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D） タイ

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)



２ 動態分析について 【③ 国別】

29

D） タイ

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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E） 豪州(オーストラリア)

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年１月から６月におけるスポットへの実訪問数は、2024年と比較して約５３．１％増加している。
１～2月はウインタースポーツを目的とした訪問が多いことが考えられ、2025年も前年を大きく上回る伸びと

なっている。また、２０２５年は特に４月の訪問の伸びに特徴があり、前年比約2.4倍となっている。一方で５～６月の訪問が少ない
ことはここ数年状況に大きな変化はなく、グリーンシーズンの観光誘客はプロモーションを含め引き続きの課題となる。
・スポット別にみると、訪問上位のスポットはスキー場に関連するスポットが並ぶ(新潟県、岩手県、山形県)。特に新潟の赤倉温泉
(スキー場)のスポットはほかのスポットの３倍以上の実訪問数となっている。
・また前年と比較すると、スキー場エリアの増加が見られるほか、弘前城や正宗公廟、岩手城址などの桜の名所の伸び率が大きく
なっていることが確認できる。雪だけではない東北・新潟の魅力の浸透が図られたものと考えられる。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

実訪問数 8,923 9,157 1,276 3,856 1,913 776 1,014 1,397 2,090 5,786 3,002 6,704

実訪問数 15,680 14,932 3,168 4,181 2,032 1,212 941 800 636 4,667 3,516 2,895

実訪問数 21,901 20,848 5,959 10,015 3,234 1,114 0 0 0 0 0 0
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E） 豪州(オーストラリア)

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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E） 豪州(オーストラリア)

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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F） 米国(アメリカ)

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年１月から６月におけるスポットへの実訪問数は、2024年と比較して約２３．５％増加している。
訪問状況は月によるばらつきが他国と比べ少なく、特に１～２月よりも３月以降の訪問が多いことが特徴的。とりわけ４月は前年

と比べて大きな訪問の伸びが確認できる。また6月頃からはスクールホリデーの影響で旅行が増えるタイミングということが考えら
れるため、グリーンシーズンの誘客が効果を発揮しやすい市場である可能性が考えられる。
・スポット別にみると、訪問上位のスポットは東北新幹線の沿線である宮城、青森に集中している様子がうかがえる。宮城では仙台
市内や松島などのスポット、青森は青森市や弘前市内のスポットへの訪問が多くなっている。特徴的なスポットとしては、青森県三
沢市の繁華街が上位に入り、在日米軍基地の影響があるものとうかがえる。
・また傾向として、アジア圏からのインバウンドのような雪に関連するスポットへの集中的な訪問はそこまで顕著に現れておらず、主
要都市中心部や繁華街のスポットへの訪問が多く確認できる。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023 775 485 1,678 1,220 1,603 4,056 9,927 13,393 4,617 17,895 14,616 4,148

2024 5,163 6,333 10,337 9,578 15,099 10,614 8,648 14,280 5,860 18,388 15,667 10,455

2025 9,070 8,749 12,959 14,718 11,052 14,003 0 0 0 0 0 0
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G） 英国(イギリス)

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年１月から６月におけるスポットへの実訪問数は、2024年と比較して約１５０．９％増加している。
全期間を通じて訪問に伸びが見られ、とりわけ４月は前年及び一昨年と比べて訪問が伸びている状況。
一方で、欧州各国に共通して言えることにはなるが、東北への観光になじみ深いアジア諸国と比較して訪問数自体はまだ少ないこ

とから、定番化した人気の観光スポットも含めた東北・新潟の観光地に関する認知度向上を図り、訪問を促していくことが必要と考
えられる。
・スポット別にみると、訪問上位のスポットは宮城県、特に仙台市内のスポットが中心であり、そのほか各地の主要都市の中心部ス
ポットなどが並ぶ。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023 386 162 522 2,092 1,160 255 911 1,501 640 1,704 698 822

2024 476 121 127 1,302 752 436 758 869 564 1,455 660 1,165

2025 1,153 1,326 669 3,076 1,199 641 0 0 0 0 0 0
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F・G） 米国(アメリカ)・英国(イギリス)

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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F・G） 米国(アメリカ)・英国(イギリス)

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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H） 韓国

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年１月から６月におけるスポットへの実訪問数は、2024年と比較して約８０．３％増加している。
特に１～２月の訪問が非常に多く、前年と比べて２倍以上の訪問数となっている。

・スポット別にみると、訪問上位のスポットは宮城、青森、新潟に集中している様子がうかがえる。特にMAPでの確認を行うと、前述
の３県以外のスポットへの訪問が多くないことが確認でき、直行便の就航している県以外への訪問が限定的であることが考えられ
る。宮城では仙台駅や仙台空港のほか国分町などの繁華街、、青森は青森駅や弘前城への訪問が多くなっている。また、新潟は越
後湯沢駅やガーラ湯沢といったスキー場関連スポットが上位となっている。他のアジア圏のインバウンドと異なり、４月の桜の名所
となるスポットへの訪問はあまり確認できない。
・また前年と比較して、青森県立美術館などのスポットや、岩室温泉・月岡温泉といった新潟県内スポットの訪問の伸びが大きい。

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12

実訪問数 3,256 2,657 2,583 759 2,430 2,295 3,884 5,082 3,024 6,456 5,000 5,426

実訪問数 7,823 6,990 3,604 4,416 5,441 6,046 8,582 6,832 8,476 9,230 8,230 9,934

実訪問数 15,536 14,718 7,678 8,223 7,343 8,394 0 0 0 0 0 0
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H） 韓国

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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H） 韓国

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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全体の傾向

出典：2025年上期・インバウンド1Kメッシュ単点の旅行者数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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(5) スポット間の周遊動態について
設定する約300スポット間の周遊動態を分析。
【留意点】 ※訪問動態と同じ
・各スポットは1km四方のメッシュでエリア指定（スポット名を関する観光スポットの
ほか、近隣の施設等への訪問が含まれる）

・各スポットへの訪問は、１時間以上の滞在があった場合にカウント
・訪問としてカウントした数に拡大推計処理を行い、実訪問数を計算している

なお、「周遊」の考え方については以下のとおりとする。
・東北観光DMPにおける「他訪問」の考え方を基本とする。
・「他訪問」は、あるスポットを基準として、その前後に訪問のあったスポットとの関係
性を表す考え方。
例) 基準Aスポットの前にB・Cスポット、後にDスポットを訪問

BスポットとDスポットは１時間以上の滞在、Cスポットは１時間未満の滞在
この場合、B・Dスポットは基準Aスポットの他訪問スポットであるとし、AとB
及びAとDはそれぞれ「周遊」していると推測できる関係性にある。

・「他訪問」スポットについては、域内３００スポットに加えて、国内の主要駅やターミ
ナル空港など域外13スポットとの関係性も把握可能。



２ 動態分析について 【周遊分析】

42

A） 台湾
出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年の台湾については、東北・新潟域内を広く周遊している様子がうかがえる。
・特に他訪問関係が強く出ているスポットは、宮城県と山形県のスポット間の周遊となっており、特に交通結節点である仙台駅を基
点とした山形県(銀山温泉、蔵王温泉、山形駅)との周遊や、山形県内の蔵王温泉と銀山温泉間のスポット間周遊が強く確認できる。
・前年と比較すると、仙台駅や仙台空港を基点として花巻温泉や猊鼻渓など岩手県内スポットへの周遊や、米沢城跡、おいらせ町、
青森県立美術館などへの県をまたいだ広域周遊に伸びが見られる。
・なお実訪問数が最も多い仙台駅西側のスポットを基準にすると、約195スポットとの周遊が確認でき、域内幅広く周遊している様
子がうかがえる。

実訪問数が最も多い「仙台市青葉区中央（仙台駅前西側）」
を基準スポットにすると、、、
195スポットとの他訪問関係を確認

うち上位20スポット
都道府県 スポット名 他訪問数

総合計 総合計 484,779

1 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 28,610

2 宮城県 名取市 下増田（仙台空港） 21,412

3 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 20,103

4 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 17,976

5 山形県 山形市 蔵王温泉(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・宿街） 17,243

6 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 15,273

7 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 12,931

8 宮城県 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 11,615

9 東京都 東京駅周辺 10,447

10 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 10,365

11 千葉県 成田空港第2ターミナル周辺 9,597

12 宮城県 杜せきのした（ｲｵﾝﾓｰﾙ名取) 8,837

13 岩手県 花巻市 湯本（花巻温泉） 8,640

14 岩手県 一関市 東山町長坂（猊鼻渓など） 8,347

15 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 7,242

16 岩手県 盛岡市 中央通（盛岡中心街） 7,169

17 宮城県 仙台市青葉区川内（東北大・本丸跡） 7,089

18 青森県 奥入瀬渓流館（奥入瀬川の上流･南側） 6,696

19 宮城県 松島町 高城（から松島駅） 6,587

20 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 6,542

他訪問上位のスポットを見
ても、県をまたいだ広域で
の訪問となっていることが

確認できる。
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A） 台湾

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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A） 台湾

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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B） 中国
出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年の中国については、東北・新潟に広く周遊している様子がうかがえるが、台湾と比較すると人気のある特定
のスポット間の周遊が強く出ている。
・特に他訪問関係が強く出ているスポットは、宮城県内スポット間または宮城県と青森県のスポット間の周遊となっている。ほか、青
森県内、新潟県内、山形県内など、同一県内での移動傾向が強く出ていることが確認できる。いずれも直行便が就航する宮城・新潟
を基点とした周遊となっていることが考えられる。また訪問の多い新潟には直行や東北６県との周遊のほか、東京圏との周遊も多
くみられる。
・また前年と比較して、仙台駅から山形駅及び蔵王温泉では、２０倍以上のスポット間移動が確認できる。
・なお実訪問数が最も多い仙台駅西側のスポットを基準にすると、約１１３スポットとの周遊が確認できる。

実訪問数が最も多い「仙台市青葉区中央（仙台駅前西側）」
を基準スポットにすると、、、
113スポットとの他訪問関係を確認

うち上位20スポット
都道府県 スポット名 他訪問数

総合計 総合計 69,348

1 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 4,738

2 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 3,907

3 東京都 東京駅周辺 3,736

4 東京都 羽田空港第3ターミナル周辺 3,400

5 宮城県 仙台市青葉区 霊屋下（政宗公廟） 3,126

6 千葉県 成田空港第1ターミナル周辺 2,483

7 宮城県 名取市 下増田（仙台空港） 2,418

8 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 2,162

9 宮城県 仙台市青葉区川内（東北大・本丸跡） 1,811

10 東京都 新宿駅・バスタ新宿周辺 1,615

11 大阪府 関西国際空港周辺 1,583

12 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 1,582

13 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 1,524

14 千葉県 成田空港第2ターミナル周辺 1,404

15 宮城県 仙台市青葉区 青葉山（国際センター） 1,359

16 山形県 山形市 蔵王温泉(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・宿街） 1,338

17 東京都 上野駅周辺 1,306

18 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 1,248

19 宮城県 仙台市　榴岡公園 1,166

20 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 1,153

台湾と比較すると、東京駅や成
田・羽田両空港と仙台駅の周遊関
係が上位となっており、直行便利
用者だけでなく、域外からの周遊
者も多くいることが確認できる。
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B） 中国

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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B） 中国

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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C） 香港
出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年の香港については、東北・新潟に広く周遊している様子がうかがえるが、訪問スポットが宮城県に多く
なっており、そこを基点とした周遊の動きが強く出ている。
・特に他訪問関係が強く出ているスポットは、仙台駅を基点とした動きであり、国分町、仙台港Sモール、松島などの宮城県内スポッ
ト、または銀山温泉、蔵王温泉、山形駅などの山形県内スポットとの周遊が見られる。特に仙台駅から松島の周遊は前年比約２４倍、
仙台駅と青森駅の周遊が前年比約９倍となるなど、大幅な伸びが確認できるとともに広域周遊の拡大も見られる。なお、MAP上で
確認すると、基本的な周遊の動きは新幹線に沿った縦の動きとなっていることが確認できる。
・なお実訪問数が最も多い仙台駅西側のスポットを基準にすると、約１０８スポットとの周遊が確認された。

実訪問数が最も多い「仙台市青葉区中央（仙台駅前西側）」
を基準スポットにすると、、、
108スポットとの他訪問関係を確認

うち上位20スポット
都道府県 スポット名 他訪問数

総合計 総合計 77,574

1 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 4,313

2 宮城県 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 3,974

3 宮城県 名取市 下増田（仙台空港） 3,889

4 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 3,503

5 千葉県 成田空港第2ターミナル周辺 3,200

6 東京都 東京駅周辺 3,151

7 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 3,123

8 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 2,936

9 山形県 山形市 蔵王温泉(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・宿街） 2,793

10 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 2,792

11 宮城県 松島町 高城（から松島駅） 2,535

12 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 2,134

13 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 2,084

14 宮城県 仙台市青葉区 霊屋下（政宗公廟） 1,605

15 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 1,519

16 東京都 新宿駅・バスタ新宿周辺 1,484

17 山形県 山形市 蔵王温泉（ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ～ｹﾞﾚﾝﾃﾞ） 1,453

18 宮城県 三井ｱｳﾄﾚｯﾄP仙台港･ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ工場 1,432

19 東京都 羽田空港第3ターミナル周辺 1,325

20 宮城県 仙台市青葉区川内（東北大・本丸跡） 1,278

中国と同じく東京駅や成田空港
からの周遊が上位となっており、
域外からの周遊割合も多いこと

が確認できる。
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C） 香港

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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C） 香港

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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D） タイ
出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年のタイについては、東北・新潟に広く周遊している様子がうかがえる。2025年上半期は域内への直行便が無かったこと
が影響し、東京（東京駅、羽田空港等）・千葉（成田空港）と域内スポットとの周遊の動線が強く確認できる。
・特に他訪問関係が強く出ているスポット間移動は、山形県と宮城県内スポット間の移動であり、人気スポットの蔵王温泉や銀山温
泉に関係するものが上位となっている。また、仙台駅から桜の名所、ショッピングエリアとの周遊が大きく増加。加えて仙台駅から
青森駅への移動も前年比約１８倍となるなど、前年と比較して広域の周遊が増加している動きが見られる。
・なお実訪問数が最も多い仙台駅西側のスポットを基準にすると、約１１３スポットとの周遊が確認できる。

実訪問数が最も多い「仙台市青葉区中央（仙台駅前西側）」
を基準スポットにすると、、、
113スポットとの他訪問関係を確認

うち上位20スポット
都道府県 スポット名 他訪問数

総合計 総合計 48,655

1 千葉県 成田空港第1ターミナル周辺 3,353

2 東京都 東京駅周辺 2,424

3 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 1,963

4 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 1,954

5 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 1,862

6 東京都 上野駅周辺 1,831

7 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 1,789

8 千葉県 成田空港第2ターミナル周辺 1,780

9 山形県 山形市 蔵王温泉(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・宿街） 1,751

10 東京都 羽田空港第3ターミナル周辺 1,750

11 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 1,646

12 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 1,378

13 東京都 新宿駅・バスタ新宿周辺 1,221

14 宮城県 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 1,188

15 宮城県 船岡城址公園 1,020

16 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 958

17 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 920

18 岩手県 盛岡市 中央通（盛岡中心街） 913

19 宮城県 仙台市青葉区川内（東北大・本丸跡） 897

20 宮城県 松島町 高城（から松島駅） 751

直行便が無いことから、東京など
域外からの周遊が基本となるた
め、東京駅、成田・羽田空港等の

スポットが上位にある。
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D） タイ

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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D） タイ

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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E） 豪州(オーストラリア)
出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年の豪州の周遊については、東京や千葉などの域外スポットから新潟県、宮城県、岩手県のスポットへの
移動が強く出ている。特に域外と新潟（赤倉温泉周辺など）、域外と宮城（仙台駅など）の繋がりが強い。
・域内の他訪問関係が強く出ているスポットは、新潟県のスキー場スポット間の移動や、仙台駅と国分町など基幹駅と繁華街の移動
などが上位となっている。とりわけどの県ともスキー場に関係するスポットが上位の周遊スポットになっており、駅とスキー場など
の基本的な移動だけでなく、スキー場とスキー場のスポット周遊も確認することができる。
・なお実訪問数が最も多い赤倉温泉(スキー)周辺のスポットを基準にすると、約１３スポットとの周遊が確認でき、いずれのスポット
も移動のしやすい関東圏との移動が多いことが確認できる。

実訪問数が最も多い「赤倉温泉（スキー）周辺」
を基準スポットにすると、、、
13スポットとの他訪問関係を確認

うち上位20スポット

都道府県 スポット名 他訪問数

総合計 総合計 23,930

1 東京都 東京駅周辺 4,494

2 東京都 羽田空港第3ターミナル周辺 3,950

3 新潟県 妙高杉ノ原スキー場 3,145

4 千葉県 成田空港第2ターミナル周辺 3,042

5 千葉県 成田空港第3ターミナル周辺 2,640

6 東京都 上野駅周辺 1,496

7 千葉県 成田空港第1ターミナル周辺 1,276

8 東京都 新宿駅・バスタ新宿周辺 1,162

9 新潟県 ロッテアライリゾート周辺 1,089

10 大阪府 関西国際空港周辺 887

11 新潟県 上越妙高駅周辺 363

12 北海道 新千歳空港周辺 343

13 新潟県 高田駅周辺 43
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E） 豪州(オーストラリア)

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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E） 豪州(オーストラリア)

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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E） 米国(アメリカ)
出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年の米国の周遊については、訪問数の多い宮城県や青森県と、東京や千葉を結ぶスポット間移動が強く
出ている。
・特に仙台駅を基点としたスポット間移動傾向が強く出ており、国分町や桜の名所、松島などへの動きが見える。また、広域の動き
も確認でき、仙台駅と青森駅の周遊が強くみられる。訪問が多い宮城・青森への移動またはそこからの移動に便利な基幹駅である
仙台駅・青森駅の利用が多く、これらの駅のスポットを基点とした周遊となっていることが確認された。その点からも、スポット訪問
や周遊は東北新幹線沿線に多いことが説明できると考えられる。
・なお実訪問数が最も多い仙台駅前西側のスポットを基準にすると、約７９スポットとの周遊が確認できる。

実訪問数が最も多い「仙台市青葉区中央（仙台駅前西側）」
を基準スポットにすると、、、
79スポットとの他訪問関係を確認

うち上位20スポット
都道府県 スポット名 他訪問数

総合計 総合計 33,968

1 東京都 羽田空港第3ターミナル周辺 3,649

2 東京都 東京駅周辺 2,945

3 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 2,374

4 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 2,255

5 千葉県 成田空港第1ターミナル周辺 2,123

6 宮城県 仙台市青葉区 霊屋下（政宗公廟） 1,328

7 東京都 上野駅周辺 1,288

8 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 1,090

9 東京都 新宿駅・バスタ新宿周辺 959

10 千葉県 成田空港第2ターミナル周辺 944

11 北海道 函館駅周辺 925

12 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 920

13 宮城県 仙台市青葉区川内（東北大・本丸跡） 813

14 北海道 新千歳空港周辺 693

15 宮城県 仙台市　榴岡公園 663

16 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 589

17 宮城県 松島町 高城（から松島駅） 545

18 大阪府 関西国際空港周辺 491

19 山形県 山寺・馬口岩 422

20 岩手県 盛岡市 中央通（盛岡中心街） 406



２ 動態分析について 【周遊分析】

58

F） 英国(イギリス)
出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年の英国については、宮城県と、東京や千葉を結ぶ移動が強く出ている。域内への直行便が無いため、
成田空港や羽田空港を利用した観光客の動線が出ていると考えられる。その他域内のスポットに対しては、まだスポットの訪問自
体が多くないこともあり、強い傾向は確認できない。
・域内訪問したインバウンドの周遊を促進するということも大切な視点であるが、英国のように訪問自体がまだ少ない国に対しては、
東京などのゴールデンルートからのさらに大きな周遊で域内への呼び込みを図るということも重要となると考えられる。その点で、
域外からの周遊が確認できることは、今後のプロモーションに対してプラスの要素と考えることができる。
・なお実訪問数が最も多い仙台駅前西側のスポットを基準にすると、約２１スポットとの周遊が確認できる。

実訪問数が最も多い「仙台市青葉区中央（仙台駅前西側）」
を基準スポットにすると、、、
21スポットとの他訪問関係を確認

うち上位20スポット
都道府県 スポット名 他訪問数

総合計 総合計 3,975

1 東京都 羽田空港第3ターミナル周辺 753

2 東京都 東京駅周辺 682

3 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 417

4 東京都 上野駅周辺 355

5 宮城県 仙台市青葉区 霊屋下（政宗公廟） 245

6 東京都 新宿駅・バスタ新宿周辺 196

7 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 179

8 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 171

9 千葉県 成田空港第1ターミナル周辺 166

10 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 162

11 宮城県 仙台市青葉区川内（東北大・本丸跡） 140

12 北海道 新千歳空港周辺 100

13 千葉県 成田空港第2ターミナル周辺 68

14 大阪府 関西国際空港周辺 59

15 宮城県 仙台市　榴岡公園 56

16 山形県 山寺・馬口岩 53

17 宮城県 松島町 高城（から松島駅） 43

18 山形県 山寺・芭蕉記念館（立石寺） 34

19 青森県 弘前市 大字下白銀町（弘前城） 33

20 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 32

東京・宮城（仙台）のス
ポット間移動が強く出

ている。
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F・G） 米国(アメリカ)・英国(イギリス)

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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F・G） 米国(アメリカ)・英国(イギリス)

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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H） 韓国
出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・２０２５年の韓国については、訪問の多い青森県、宮城県、新潟県を中心に周遊している動きが確認できる。
・特に他訪問関係が強く出ている移動は、青森県、宮城県、新潟県の各基幹駅と空港や同一県内の繁華街、ショッピングエリアとの
移動が多い。傾向としては、直行便が就航している県の中での移動が多く、空港や基幹駅等の交通結節点を拠点にその周辺のス
ポットを周遊している。そのため、訪問した県から隣県の観光スポットなど県をまたぐような広域移動の傾向はあまり見られず、他
の国・地域とは異なり、同一県の中での小規模な周遊となっていることが確認できる。
・なお実訪問数が最も多い仙台駅西側のスポットを基準にすると、約２１スポットとの周遊が確認できる。

実訪問数が最も多い「仙台市青葉区中央（仙台駅前西側）」
を基準スポットにすると、、、
21スポットとの他訪問関係を確認

うち上位20スポット
都道府県 スポット名 他訪問数

総合計 総合計 11,963

1 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 1,606

2 宮城県 名取市 下増田（仙台空港） 1,311

3 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 953

4 東京都 東京駅周辺 745

5 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 627

6 千葉県 成田空港第1ターミナル周辺 599

7 宮城県 仙台市青葉区 霊屋下（政宗公廟） 391

8 宮城県 仙台市青葉区川内（東北大・本丸跡） 349

9 東京都 羽田空港第3ターミナル周辺 338

10 宮城県 仙台市　榴岡公園 311

11 宮城県 秋保温泉 242

12 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 229

13 宮城県 杜せきのした（ｲｵﾝﾓｰﾙ名取) 225

14 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 214

15 千葉県 成田空港第2ターミナル周辺 212

16 東京都 新宿駅・バスタ新宿周辺 188

17 宮城県 仙台市青葉区 青葉山（国際センター） 184

18 宮城県 磊々峡（秋保温泉の瑞鳳側・東側） 177

19 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 177

20 宮城県 泉ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ･ﾀﾋﾟｵ(仙台ﾛｲﾔﾙﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ） 172
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H） 韓国

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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H） 韓国

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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全体の傾向

出典：2025年上期・インバウンド1kメッシュ間の周遊数ランキングレポートより抜粋
((株)インテージ：２０２５年度東観推委託事業)
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東北観光DMPを活用した「２ 動態分析」の結果と、株式会社インテージによる調査に
よる市場ごとの旅マエマインド調査や経済指標を分析したレポート（※）を基に、市場ごと
に考察を加えていく。
現状やニーズ等の分析から、今後のマーケティング戦略の検討やプロモーションの実

施に対する視点を提案する。

※ ２０２５年度東北観光推進機構委託事業として、以下の調査・分析事業を実施。

委託先 ：株式会社インテージ
件名 ：各国経済指標・訪日旅行マインド分析を基にした経済波及効果分析
調査・分析概要

 ・インバウンドユーザー（東北関心層）の発地・旅マエ・予約時を中心に旅行マインドのポイ
 ントや変化を把握
 ・対象者に偏りが出ないよう事前のスクリーニングを実施。
 ・２０２５年８月にWEB調査（定量調査）にてアンケート。
 ・各市場の経済指標については、当社デスクリサーチ情報を活用。
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A） 台湾

ポイント!!

■訪問に伸びが見られるスポット
苗場スキー場(新潟)、ガーラ湯沢(新潟)、石内丸山（新潟）、安比高原（岩手）、八幡平（岩手）な

どのスノーレジャーが楽しめるスポット
弘前城（青森）、米沢城址（山形）などの史跡かつ桜を鑑賞できるスポット
１～２月、４月の訪問が多く、その季節に人気のスポットに訪問が集中している。

■周遊増加が見られるスポット間移動
【周遊数増加】 仙台駅・空港～銀山・蔵王、仙台駅～花巻温泉、仙台駅～猊鼻渓
【周遊割合増加】 蔵王温泉～松島、仙台駅～米沢城跡、仙台駅～おいらせ町、仙台駅～青森県

立美術館
東北6県・新潟を広く周遊。仙台駅等の交通拠点を基点に県をまたぐ広域周遊も多い。

冬・春の景勝地スポットへの
訪問が多い傾向

スポット訪問分析

・他市場と比較して、訪問数・周遊ともにトップの国となっている。
・観光先として東北・新潟が一定の支持を受けており、域内観光地の認知度も高まったことで、
東北・新潟全域に理想的な分散の形が取れていると言える。
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A） 台湾

ポイント!!

■特徴的な旅行ニーズ
・自然、景勝地、食に高い関心。温泉への関心も高い。
・夜間観光（イルミネーションなど）や伝統的な体験のニーズの高まりがみられる。

■主な情報収集方法
・WEBサイト、SNSなどからバランスよく情報収集している傾向。
・特に注目する情報は「おいしいデザート・グルメ情報」など。

■その他
・訪日旅行にかける経費は、コロナ前と比べて33.7％アップ。

価格設定が機会ロスにつながっていないか留意が必要

景勝地・食への関心は引き続き高い
が、コロナ前から若干減少の傾向

・旅行への関心も幅広く、自然や食、温泉といった東北・新潟の観光地の強みと適合する。
誘客は順調に進んでいることから、今後はリピーター層の獲得が重要。
FIT層が増加していることを踏まえ、これまで以上に移動手段の周知が大切になってくる。
関心の高まっている伝統的体験や、訪問の増加が見られる桜の名所に関する情報発信など
を通じた１～２月に偏重している訪問時期の分散に、さらなる誘客拡大の可能性がある。
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B） 中国

ポイント!!

■訪問に伸びが見られるスポット
苗場スキー場（新潟）、ガーラ湯沢(新潟)、蔵王温泉(山形)、かぐら田代(新潟)、八甲田ロープ

ウェイ(青森)などのウインタースポーツが楽しめるスポット
米沢城址(山形)、船岡城址公園(宮城)、山寺(山形)などの歴史と景勝地を兼ね備えたスポット

■周遊増加が見られるスポット間移動
【周遊数増加】 仙台駅～国分町・正宗公廟・本丸跡・仙台空港、仙台駅～青森駅

越後湯沢駅～ガーラ湯沢
【周遊割合増加】 仙台駅～山形駅・蔵王温泉、越後湯沢駅～苗場スキー場、

弘前城～青森市内スポット、仙台駅～盛岡中心部
域外（東京圏など）との広域周遊も多く、ゴールデンルートからの周遊も視野に入れた取組が
考えられる。

スノーレジャーの人気が高まっ
ていることがうかがえる。

注）以下は2025.6時点の国際情勢で記述

スポット訪問分析

・北京冬季五輪以降、中国では氷雪経済としてウインタースポーツの人気が爆発的に高まって
おり、その効果が東北・新潟を訪問する際にも生じているものと考えられる。
・2026年はミラノ・コルティナ冬季五輪が開催されたため、ウインタースポーツをきっかけとし
た観光スポットの認知度向上の取組みは、身近に捉えられやすく効果的と考えられる。
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B） 中国

ポイント!!

■特徴的な旅行ニーズ
・自然、景勝地、食に高い関心。SNS映えする場所を求める声も高まっている。
・少しリッチな宿や歴史・伝統文化の体験などにニーズの高まりがみられる。

■主な情報収集方法
・SNS(特に動画)中心に情報収集を行っている。(ニーズとも傾向が近い)
・伝統的イベントの情報のほか、コンサートやアニメといった現代文化の情報も需要が高い。

■その他
・訪日時に使用したい交通手段として「飛行機（国内線）」が42.9％と最も高い。
・訪日は、国家間情勢に左右されやすいことに留意が必要。

注）以下は2025.6時点の国際情勢で記述

・域外からの訪問割合も多く、中国から多くの訪問がある東京・大阪等から、飛行機（国内線）を
活用した周遊促進策の推進も効果があると考えられる。
・１～３月の訪問先（新潟・山形）と、４～６月の訪問先（宮城・青森）に大きな違いが見られるた
め、訪問が多い時期以外にも楽しめる観光地の情報を来訪者に対して積極的に周知するなど、
各エリアでの季節による繁閑を埋めるための取組を通じた広域周遊の働きかけが重要である。
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C） 香港

ポイント!!

■訪問に伸びが見られるスポット
銀山温泉(山形)、蔵王温泉(山形)、松島(宮城)などの有名観光スポット
仙台港北Sモール(宮城)、イオンモール名取(宮城)、三井アウトレットパーク(宮城)、泉パーク

タウン(宮城)などの大規模ショッピングスポット
ショッピングや繁華街など都市観光の需要が比較的高いことがうかがえる。

■周遊増加が見られるスポット間移動
【周遊数増加】 仙台駅～国分町・正宗公廟・本丸跡・仙台空港、仙台駅～青森駅

越後湯沢駅～ガーラ湯沢
【周遊割合増加】 仙台駅～山形駅・蔵王温泉、越後湯沢駅～苗場スキー場、

弘前城～青森市内スポット、仙台駅～盛岡中心部
直行便（仙台空港）の効果で訪問が大幅増加。宮城県内スポットから他エリアへの周遊を促
すことが課題となる。

ショッピング需要が他国と
比較しても高い

注）以下は2025.6時点の国際情勢で記述

スポット訪問分析

・特徴は、ショッピングと都市観光の人気の高さ。
・2025年上半期は仙台空港への直行便就航の効果が顕著に出ていることが確認された。
・周遊は、新幹線沿線エリアが中心であり、日本海側や沿岸部への周遊は課題となる。
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C） 香港

ポイント!!

■特徴的な旅行ニーズ
・自然、景勝地、食(日本酒や地域の食を含む)、温泉に高い関心。
・桜や紅葉など季節の風景にも関心を持っている。
・夜間観光（イルミネーションなど）のニーズの高まりがみられる。

■主な情報収集方法
・SNS中心に情報収集を行っている。(特に動画に伸びが見られる)
・インフルエンサーが推奨する情報に感度が高い。

■その他
・訪日時に乗りたい乗り物で、「新幹線」や「ローカル鉄道」の人気が高い。
・台湾、中国と比べ、コロナ前と比較した訪日旅行時の平均費用額の増加幅は緩やか。

デザート・グルメ情報
などに関心あり

注）以下は2025.6時点の国際情勢で記述

・台湾と旅行ニーズが似ているが、台湾と比べると訪問数や周遊は限定的。
・人気の高い乗り物として新幹線や鉄道が挙げられていることから、FIT旅行者も対象に、これ
らの乗り物やレンタカーなどの移動手段を分かりやすく示した周遊観光の働きかけを行い、誘
客の拡大と併せて訪問エリアの拡大を図っていく必要がある。
・観光地情報としては、食（デザートを含む）の情報に敏感であり、SNSを中心にインフルエン
サーの発信から情報を得ている傾向が見られる。
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D） タイ

ポイント!!

■訪問に伸びが見られるスポット
苗場スキー場(新潟)、ガーラ湯沢(新潟)、蔵王温泉(山形)、石内丸山(新潟)などのスノーレ

ジャーが楽しめるスポット
船岡城址公園(宮城)、弘前城(青森)、東北本丸跡(宮城)などの桜を鑑賞できるスポット
文翔館(山形)、山寺(山形)、田沢湖畔(秋田)などは前年比３倍に増加
シーズナリティを考慮してスキー場や桜をテーマとした周遊を促すことが考えられる。
また有名観光地やショッピングエリアへの訪問が多いため、軸に据えることも効果的か。

■周遊増加が見られるスポット間移動
【周遊数増加】 蔵王温泉～仙台駅・銀山温泉・山形駅、仙台駅～国分町・銀山温泉・松島
【周遊割合増加】 仙台駅～青森駅・弘前城

雪に触れられる２月と、タイの祝
日と重なる４月の訪問が多く、
雪・桜関連のスポットへの訪問

ニーズが高い。スポット訪問分析

・訪問エリアが宮城・山形・新潟に集中していることが確認される。
・訪問の多い時期などを捉え、北東北・福島エリアへの訪問を促すことが広域周遊の増加につ
ながる取組として今後重要となる。
（スノーレジャーや桜は、情報発信のポイントとなり得る）
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D） タイ

ポイント!!

■特徴的な旅行ニーズ
・自然や景勝地に特別に高い関心。食や温泉に対する関心は減少傾向。
・少しリッチな宿やショッピングへの関心も高まっており、加えて歴史・伝統文化体験へのニー
ズも伸びている。日帰り温泉、足湯といったコンテンツには一定の関心がある。

■主な情報収集方法
・SNS、大手口コミＷＥＢサイト、政府機関ＷＥＢサイトなどから情報収集
全体としてオンラインでの情報収集に高いウエイトが確認される。

■その他
・訪日時に乗りたい乗り物で、「新幹線」や「ローカル鉄道」の人気が高い。
・引き続き東北への旅行に対する意欲は高い。

東北・新潟の訪問動態とも傾向が一致

・東北への旅行の意欲が引き続き高い水準であるなど、誘客拡大に向け捉えるべき機会は確
実に存在する市場であると確認される。
・新幹線への関心が高いことを活かし、現在訪問の多い宮城・山形・新潟から北東北・福島方面
に周遊を促す取組みが必要。例えば、自然・景勝地への関心が高いことを踏まえ、タイからの訪
問の多い４月に楽しめる桜の名所について、新幹線の使用や駅からの移動手段とともに情報
を発信し、各地観光地の認知度を高めていくことが考えられる。
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E） 豪州(オーストラリア)

ポイント!!

■訪問に伸びが見られるスポット
赤倉温泉(新潟)、妙高杉ノ原(新潟)、安比高原(岩手)、苗場スキー場(新潟)、蔵王温泉(山形)

などのウインタースポーツが楽しめるスポット
岩手城跡(岩手)、山寺(山形)、弘前城(青森)、正宗公廟(宮城)などの有名景勝地や桜の名所ス

ポット（４月は前年比約2.4倍の訪問数）

■周遊増加が見られるスポット間移動
【周遊数増加】 スキー場スポット間の周遊、スキー場と温泉地の周遊が多い(新潟、岩手、山形)
【周遊割合増加】 盛岡駅～安比高原、上越妙高駅～スキー場
訪問の多いスキー場は他のインバウンドが集中していないエリアが多い傾向。まだ知られて
いないスキー場の情報を現在訪問の多いスキー場と合わせて発信することで周遊効果増加。

引き続きスノーレジャーへの需要
が高いが、桜のスポットへの訪問

が大きく伸長しているスポット訪問分析

・オーストラリアでの関心が高いウインタースポーツができるスノーシーズン及び観光スポット
に訪問が極度に集中している。
・2025年にも新たなスキー場エリアへの訪問拡大が見られ、まだ訪問に繋がっていないス
キー場の認知度を高めることができれば、更なる誘客拡大も見込むことが可能と思われる。
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E） 豪州(オーストラリア)

ポイント!!

■特徴的な旅行ニーズ
・自然や景勝地、食への関心が高いほか、自然を生かしたアクティビティへのニーズが高い。
・日本のものが購入できるショッピングに対する需要が大きく伸びている。
・ほか夜間観光(イルミネーションなど)や美術館や水族館といった施設観光のニーズも高まっ
ている。

■主な情報収集方法
・旅行会社や政府機関のＷＥＢサイトからの情報収集が主力。
・伝統的イベント（祭り等）やコンサート等のイベントに関する情報を求める人が多い。

■その他
・滞在希望日数が12日間以上と非常に長い。
・訪日時に乗りたい乗り物で、「新幹線」や「ローカル鉄道」の人気が高い。

東北・新潟の訪問動態とも傾向が一致

・2025年は、４月の訪問が前年と比べ大きく伸びていることが確認される。自然のアクティビ
ティ人気が高いことを捉え、登山やトレイルなどの認知度向上により幅広い時期の訪問獲得に
取組むことが重要となる。
・また、伝統的なイベントなどの情報を求める動きが確認されることから、これらの機会を捉え
た情報発信により、訪問エリアや時期の拡大を図っていくことが考えられる。

印象的な情報よりも、観光地に対する
詳細な情報を求めている可能性
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F・G） 米国(アメリカ)、英国(イギリス)

ポイント!!

■訪問に伸びが見られるスポット
正宗公廟(宮城)、弘前城(青森)などの桜の名所スポット
ガーラ湯沢(新潟)、赤倉温泉(新潟)、八甲田(青森)、石内丸山(新潟)などのスノーレジャーが

楽しめるスポットの伸びも確認できる
現状は主要都市の駅や中心部、繁華街への訪問が多いため、周遊拡大にはそうした地点か
ら訪問が伸びているテーマのスポットへの周遊を促す情報の提供が効果的と考えられる。
また訪問数増加のために、東北・新潟を知ってもらうための情報発信を着実に行う必要。

■周遊増加が見られるスポット間移動
【周遊数増加】 仙台駅～宮城県内スポット、仙台駅～青森駅、青森駅～弘前城
【周遊割合増加】 仙台駅～盛岡中心街、仙台駅～秋保温泉・蔵王温泉

このほか、米国は5～6月も継続した訪問が確認
できている。

グリーンシーズンの訪問を働きかける効果は
他国と比べて大きいと考えられる

スポット訪問分析

・アジア諸国と比べると、まだ東北・新潟への訪問数自体が少ない市場である。
・まずは、東北・新潟における観光地に関する認知度を高め、旅行先の候補に挙がる状態を作
り出すことが必要と考えられる。そのため積極的な情報発信など、足元の取組を継続的に実施
して行くことが重要である。
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F・G） 米国(アメリカ)、英国(イギリス)

ポイント!!

■特徴的な旅行ニーズ
米：自然やそれを活かしたアクティビティの需要が高い。また、歴史やアニメなどへの関心の

高まりがみられる。
英：自然やそれを活かしたアクティビティのほか、食や日本酒にも関心が高い。

■主な情報収集方法
・米国、英国ともに、旅行会社や政府機関のＷＥＢサイトからの情報収集が主力。

観光地に対する詳細な情報を求めている可能性が考えられる。

■その他
・特に米国は、伝統的なイベントやコンサートなどのイベント情報を求める動きが見られる。
・いずれも訪日時に乗りたい乗り物で、「新幹線」や「鉄道」が上位。

・米国、英国いずれも東北・新潟域内に直行便の就航が無く、多くは東京圏からの移動により訪
問がなされている状況である。
・そのため、誘客拡大には東京や大阪を訪問した旅行者を、国内線又は新幹線移動などで東
北・新潟域内に誘導する流れを構築する取組みが重要となる。例えば、飛行機の乗り継ぎを前
提とし、東京と東北・新潟をどちらも楽しめる観光の提案などが必要と考えられる。
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H） 韓国

ポイント!!

■訪問に伸びが見られるスポット
宮城、青森、新潟の駅やその周辺の繁華街を含むスポット
月岡温泉(新潟)、岩室温泉(新潟)、蔵王温泉(山形)などの温泉地スポット
他国と比較して、景勝地スポットはあまり訪問上位にあがらない。
直行便の就航する地域内のスポット訪問が多くを占める。

■周遊増加が見られるスポット間移動
【周遊数増加】 仙台駅～国分町・仙台空港、青森駅～弘前城・青森空港、

新潟空港～新潟駅・イオンモール新潟南
直行便が就航する県内での小規模な周遊が多く、県をまたぐようなスポット間移動はあ
まり見られない。周遊拡大・増加には、訪問の伸びが見られる温泉地等への連泊を促しなが
ら、観光地情報を提供することが考えられる。

訪問が多いスポットは一部
に集中している

スポット訪問分析

・直行便就航の状況が強く訪問スポットに表れており、宮城・青森・新潟への集中が顕著である。
・主要都市中心部をメインにした周遊が多く確認できることから、中心部に軸足をおいて移動
することが可能な観光地情報を発信し、周遊エリアを徐々に拡大していく取組みが考えられる。
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H） 韓国

ポイント!!

■特徴的な旅行ニーズ
・食や温泉への関心が高く、他国と比べて自然・景勝地への関心は低い。
・アニメや伝統的な生活など日本文化に触れる観光需要が高まっている。

■主な情報収集方法
・SNS(特に文章・写真投稿)中心に情報収集を行っている傾向。
・特にデザートやグルメ情報、伝統的なイベント情報が求められている。

■その他
・訪日時に乗りたい乗り物で、「新幹線」や「ローカル鉄道」の人気が高い。
・今回確認の市場の中では、コロナ前と比較した訪日旅行時の平均費用額の増加幅は小さい。
・東北への旅行に対する意欲は、相対的に見ると高くない。

東北・新潟の訪問動態とも傾向が一致

・周遊が限定的であることや、自然・景勝地といった東北・新潟の強みとなる観光地への関心が
高くないことから、他国とは異なるプロモーションが必要となると考えられる。
・例えば、関心の高まりがうかがえるサブカルチャーや伝統文化などを切り口に、テーマで訴求
し、旅行目的を提案するようなプロモーションが考えられる。テーマごとにまとまりをもった情
報を提供することで、関心層の周遊を促す効果が見込まれる。（例えばマンガ、アニメ等）
・新幹線への関心も高いため、移動のしやすい沿線の観光地を情報発信することによる周遊も
取組の一つとして挙げられる。
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本分析は、本年1月から6月までの期間におけるインバウンドの動向を対象として
実施したものである。
これまでも東北観光DMPを活用して東北・新潟のインバウンドに関する観光動向

の分析を重ねており、昨年度はその周遊に着目しエリアごとのモデルコースを構築
することでプロモーションへの提案を実施したところである。そのため、今回の分析
では、これまでエリアに着目していた分析から、各市場（国・地域）に視点を移した分
析を行い、それぞれの特徴を明らかにすることで、今後のマーケティング戦略検討へ
の示唆を投じたものである。
今後、東北・新潟のインバウンド市場については、FITのさらなる増加が見込まれる

など、個別の観光地への誘客にとどまらず、東北全体を一体的に捉えた周遊を促進
する視点が、観光施策を検討するうえで一層重要になるものと考えられる。
各地域においては、それぞれの観光資源の特性や強み、季節性等を踏まえたコン

テンツの充実を図るとともに、広域的な役割分担を意識した受入環境の整備や情報
発信に取り組むことがさらに求められる。
加えて、本レポートの分析から得られた知見などを活用し、市場ごとの訪問傾向や

行動特性を的確に把握したうえで、ターゲットに応じた効果的なマーケティング戦略
やプロモーションの手法を検討・実施していく必要がある。

今回の分析が、今後の東北における広域的なインバウンド誘客施策の検討および推
進に資する基礎資料の一つとなることを期待して結びとする。


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2

	１　はじめに
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

	２動態分析について
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9

	①全体
	スライド 10

	②県別
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

	③国別
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40

	周遊分析
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64

	３考察
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70
	スライド 71
	スライド 72
	スライド 73
	スライド 74
	スライド 75
	スライド 76
	スライド 77
	スライド 78
	スライド 79
	スライド 80

	４まとめ
	スライド 81
	スライド 82


